
〔寄生虫学雑誌第35巻第４号323-329頁，１９８６，８〕

ツポガタ吸虫ｐﾉﾉα'6WZ9℃s/o伽川ｃｏＭｚｊ脚（Diesing，１８５０）

のメタセルカリアの走査電子顕微鏡による観察

中元緑

(昭和61年２月５日受領）

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：SEMobservations，Ｐ/Zαγy〃gostomHmco7dat〃mmetacercariae

ツポガタ吸虫Ｐｂαγy"gostom皿加COγdatm机（Diesing，

1850）はわが国において，Ｋｉｆｕｎｅｃｔｎ/、（1967）によっ

て初めて発見されて以来，数多くの報告（木船・藤，

1976；近藤ら，1974；井関ら，１９７４；梶山ら，1977；斉

藤ら，1983；宇賀ら，1984；岡田ら，1984）があるが，

主に成虫に関するもので，第二中間宿主およびメタセル

カリアに関する報告は少ない．

本吸虫のメタセルカリアについて，両生類では，

Wallace（1939)，栗本（1976)，内田ら（1977）および

梶山ら（1980a,ｂ）が，それぞれ各種のカエルからの，

また爬虫類では，内田ら（1977）のほか塩飽ら（1984）

が，数種の蛇からの寄生を報告している．

また，梶山ら（1980a）は，実験的にツチガエルＲａ"α

γmgosuのオタマジャクシから遊離メタセルカリアおよ

び被嚢メタセルカリアを得ている．さらにＯｏｉｅｔａＬ

(1984）が，待機宿主Paratenichostとして，日本産

タヌキの横隔膜からメタセルカリアを検出したと報告し

ている．

成虫および成虫の寄生状態に関する走査電子顕微鏡

(以下ＳＥＭ）による観察はあるが，メタセルカリアにつ

いてのＳＥＭ観察はされていない．

本研究は，ツポガタ吸虫のメタセルカリアを，その成

長過程にしたがい，ＳＥＭで観察を行い，セルカリア(中

元，1985）および成虫（近藤ら，１９７４；梶山，１９７９；岡

田ら，1984）のＳＥＭ像と比較検討し新しい知見を得

たのでその結果を報告する．

で飼育されている日本在来種２歳雄ネコから得た虫卵を

梶山ら（1979）の方法で孵化後得たミラシジュウムを，

ツポガタ吸虫の非汚染地域で採集したヒラマキモドキ７１

個に，１１ビーカーの水中（室温）で感染させ，その貝

をビーカーごと１７１の水槽内に放置し，エアレーショ

ンを行ないながら飼育し，１４日後，自然界で採取した孵

化後５日目のツチガエルのオタマジャクシ15匹を水槽に

入れ感染させた．

オタマジャクシ投入後，１４日，１６日，２１日および27日

目にオタマジャクシを順次剖検し，ガラス板で圧平して

メタセルカリアの寄生の有無およびその寄生数を調べ

た．また，これらのメタセルカリアを分離摘出し,２．１％

グルタールアルデヒドで４°Ｃ，２時間固定後，０．１Ｍカ

コジール酸緩衝液（ｐＨ7.2）で２回洗浄し，さらに１％

四酸化オスミウム酸溶液で30分固定し，２５％，５０％，７０

％，９０％，無水エタノールおよび１００％アセトンで脱水

操作を行なった．さらに，臨界点乾燥（日立HCP-2）

後，金属イオン蒸着装置（EikolB-3）を用いて金を蒸

着し，ＳＥＭ（日立S-430S）を用いて加速電圧１５ＫＶ

で観察した．

２．自然感染カエルよりの被嚢メタセルカリア

上記ネコの棲息地付近から採集した今年生れの幼若ト

ノサマガエル16匹のうち11匹を剖検，両後肢の筋肉を取

り出し，ガラス板で圧平してメタセルカリアの寄生数を

検索した．

また，他の５匹は，そのまま飼育し２ケ月後に剖検

し，｜｢dじく寄生数を調べた．

これらのカエルのメタセルカリア寄生部の筋肉を，人

工胃液（１：10000ペプシン１９，ＨＣｌ７ｍｌ，０．９％食塩

水１０００ｍ'）中で，３５°Ｃ，４時間適時攪拝しながら消化

を行なった．

さらに，その沈湾を３５°Ｃ，３０分間人工腸液（トリプ

シン０．５９，重曹０．２９，０．９％食塩水５０cc）で処理し

材料と方法

１．実験的感染で得たオタマジャクシよりの遊離メタ

セルカリア

1985年８月，ツポガタ吸虫に濃厚感染した山口市平川

山口大学医学部病理学第一講座
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こまい
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Figures1-9．ScanningelectronmicrographsofP/za7y"gostw"〃、COγdatzmz・

Ｆｉｇ．１．Freelymovingmetacercaria，showingtheoralsucker（ＯＳ)，theventralsucker（ＶＳ)，

theexcretorypore（ＥＰ)，andairregularfissurebihindtheventralsucker、Bar＝５０｜Ｍｍ、

Ｆｉｇ．２．Ｖｅｎｔｒａｌｓｕｃｋｅｒｏｆｆｒｅｅｌｙｍｏｖｉｎｇｍｅｔacercaria，ｓｈｏｗｉｎｇｒｏｕｎｄｅｄｓｗｏｌｌｅｎｐａｐｉｌｌａｅａｒｏｕｎｄ

ｔｈｅｖｅｎｔｒａｌｓｕｃｋｅｒ．Ｂａｒ＝５／、、

Ｆｉｇ．３．Ｅｎｌａｒｇｅｄｖｉｅｗｏｆｔｈｅｔｅｇｕｍｅｎｔｏｆｆｒｅelymovingmetacercaria，showingdome-shaped

papillae（arrow)．Ｂａｒ＝５/ｕｍ

Ｆｉｇ４，Encystedmetacercaria，showingtheoralsucker（ＯＳ)，theventralsucker（ＶＳ)，the

excretorypore（ＥＰ)，andairregularfissurebihindtheventralsucker・Bar＝５０/ｕｍ

Ｆｉｇ、５．Ｏｒａｌｓｕｃｋｅｒｏｆａｙｏｕｎｇｅｎｃｙｓｔｅｄｍｅｔａcercaria、Dome-shapedpapillaearescattereｄａｎｄ

ｓｍａｌｌｔｉｐｓｏｆｔｈｅｓｐｉｎｅｓａｒｅｏｂｓｅｒｖｅｄＢａｒ＝５／2ｍ・

Ｆｉｇ．６．ＯｒａｌｓｕｃｋｅｒｏｆａｎｅｎｃｙｓｔｅｄｍｅｔａｃｅｒｃａｒｉａＣｏｎｃａｌｓｐｉｎｅｓａｒｅｏｂｓｅｒｖｅｄ・Ｂａｒ＝５／2ｍ・

Ｆｉｇ．７．ＶｅｎｔｒａｌｓｕｃｋｅｒｏｆａｎｅｎｃｙｓｔｅｄｍｅｔａｃｅｒｃａｒｉａＲｏｕｎｄｅｄｓｗｏｌｌｅｎｐａｐｉｌｌａｅａｒｅｓｉtuatedin

twocircles、Ｂａｒ＝５〃ｍ・

Ｆｉｇ．８．Ｅｎｌａｒｇｅｄｖｉｅｗｏｆｔｈｅｓｕｒｆａｃｅｏｆｅｎｃｙstedmetacercariae，showingfourdome-shaped

papillae，ｓｉｎｇｌｅ－ｐｏｉｎｔｅｄｓｐｉｎｅｓａｎｄｄｏｕｂｌe-pointedspines、Ｂａｒ＝５/２ｍ・

Ｆｉｇ．９．Ｅｎｌａｒｇｅｄｖｉｅｗｏｆａｎｅｎｃｙｓｔｅdmetacercaria，ｓｈｏｗｉｎｇｔｒｉｐｌｅ－ｐｏｉｎｔｅｄｓｐｉｎｅｓ，four-pointed

spines，andadome-shapedpapillaBar＝５／1ｍ．

（５３）
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表全面に半球形のpapillae（径約１m）が散在してい

た（Ｆｉｇ．３)．

ｂ・自然感染カエルに承られた被嚢メタセルカリアの

ＳＥＭ像

被`震１１１のメタセルカリアの形態は，類円形（幼若カエ

ル体長229-3221ｕｍ，体幅210-250/ｚｍ；２ケ月飼育カ

エル体長285-320,ｕｍ，体幅214-23Ｗ２ｍ）であり，

holdfastorganの亀裂孔を中心にして，メタセルカリ

アの後力は半円形に辺縁から包承込むように堤防状の盛

りあがりが承られた（Ｆｉｇ．４)．体前端に口吸轤，腹面

１１ｺ央に腹吸盤，その後方に不整形の亀裂がみられ，背面

後端に排泄孔がゑられた．

口吸鴨の大きさは，幼若カエルのメタセルカリアでは

7.7-10.9〃ｍであり，２ケ月飼育後のカエルのメタセル

カリアでは，8.4-12.2,ｍであった．［]吸盤周辺の索状

の壁の間には，オタマジャクシ寄生の遊離メタセルカリ

アでは承られなかった皮疎が認められた．この皮疎は，

幼若カエルのメタセルカリアでは，先端を檗間にわずか

に可視できるだけで，壁から突出してはいなかった

(Fig.５)．２ケ月飼育後のカエルのメタセルカリアで

は，円錐状の皮煉が同心円状に配列しているのが承られ

た（Ｆｉｇ．６)．

腹吸盤は，幼若カエルのメタセルカリアでは，短径

12.5〃ｍ長径１６．５ｌｕｍで楕円形を呈していたが，２ケ

月飼育後のカエルのメタセルカリアでは，短径18.7-

36.4ｌｕｍ，長径20.0-36.4/、で，やや大きくなり円形

を呈したものが多くゑられた．腹吸盤の開口部を中心に

して球形のpapillaeが内側５－７個，外側10-13個と二

垣の円周状に配列していた（Ｆｉｇ．７)．

排泄孔は，幼若カエルのメタセルカリアでは，５．６－

８．３/(ｍ'２ケ月飼育後のカエルのメタセルカリアで５．８－

９．８βｍであった．排泄孔周辺には，いずれのメタセル

カリアにも皮疎はゑられなかった．

幼若カエルのメタセルカリアの体表は，口吸盤周囲を

のぞいて，オタマジャクシの遊離メタセルカリアの体表

とほとんどかわりなかったが，体表全体に散在する

papillaeが，オタマジャクシのpapillae（半球形）より

球状に近い形態をしていた（Ｆｉｇ．５)．２ケ月飼育後の

カエルのメタセルカリアの体表には，腹面背面いずれに

も円錐形の皮練に混じり，２指状の皮疎がよられた

(Ｆｉｇ．８)．体後方辺縁の肥厚し，成長のすすんだメタセ

ルカリアでは，虫体前部および後部（排泄孔周辺をのぞ

く）で,円錐形および２指状の皮疎がゑられるが,体中央

部では，腹面背面ともに壁間から３指状あるいは４指状

た後，シャーレ内で，被嚢から脱出運動中のメタセルカ

リアを摘出して１．と同様に処理し，ＳＥＭ観察を行なっ

た．

結果

1．メタセルカリアの感染状態

感染実験によるオタマジャクシのうち，飼育１１'ｸﾋﾟ亡し

た３匹を除いた１２匹につきメタセルカリアの感染状態を

調べたところ，全個体にメタセルカリアが認められ，感

染率は１００％であった．また，メタセルカリアの寄生数

は，各個体において１個から10個で，計51個，平均４個

であった（Tableｌ)．

さらにそのstageについては，Ｎｏ．１１のオタマジャ

クシのメタセルカリアIこの糸被襄の形成が認められ，そ

れ以外の個体においては，すべて遊離メタセルカリアで

あった．

自然界より採集された幼若トノサマガエル11匹の両後

肢筋肉内におけるメタセルカリアの寄生率は８２％であ

り，その寄生数は，計65個，平均７個であった．その後

さらに２ヶ月間飼育した５匹については，その寄生率は

60％であり，寄生メタセルカリア数は計１０７個，平均３８

個であった．

メタセルカリアの体形については，オタマジャクシの

体内で運動中のものでは，平均体長２０４βｍ，平均体幅

170叩で，やや小形であり，幼若トノサマガエルでは

平均体長２６３/1ｍ死平均体幅２３４/1ｍ，さらに２ヶ月間

飼育係のトノサマガエルでは，平均体長３０叩、，平均

体幅２２４/２ｍであり，漸次大きくなっていた．

２．メタセルカリアのＳＥＭによる観察

ａ・オタマジャクシから得られた遊離メタセルカリア

のＳＥＭ像

オタマジャクシ体内の遊離メタセルカリアの形態は，

Ｆｉｇ．１にふられるように不整形を呈していた(体長ｌ９３－

２２３Ｉｕｍ，体幅l52-l95lum)．体前端に口吸盤（6.3-9.7

〃、）がふられ，中央に楕円形で丘状に隆起した腹吸盤

(短径10.7-22.1/1ｍ，長律12.6-30.4/Lzm）があり”腹

吸盤の裂孔の周囲には，径１－２βｍのpapillaeが，円

周状に５－８個配列していた（Ｆｉｇ．２)．

腹吸盤の後方に，体内部に巻き込むような不整形の亀

裂がふられ，これはholdfastorgan（支持体）の初期像

と推測された．後端に，円筒形の排泄孔（1.9-2.6〃、）

がふられた．

遊離メタセルカリアの体炎は，腹面背面ともに索状袰

が密集し平坦にゑえ，皮疎は全くふられなかったが，体

（５４）
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セルカリアが第二中間宿主に侵入後，時間を経過した

被嚢中のメタセルカリアは，円形となり，辺縁部が肥厚

している．体表においても成長とともに，壁間にある皮

疎が，徐々に成虫に承られる皮疎の形態に変化していく

ことが，今回の観察で明らかになった．Wallace（1939）

および内田ら（1977）は，体表全体が小疎で被われてい

ることを，さらに内田ら（1977）は成虫にみられるよう

な突起はメタセルカリアの段階では承られないと報告し

ている．しかし，檗間の皮鰊は，光顕レベルでは判明し

にくく，あるいは観察に供されたメタセルカリアの成長

の差異によるものと思われる．

成虫のＳＥＭ像（近藤ら，1974；梶山，１９７９；岡田ら，

1984）では，メタセルカリアと大きく形態を異にしてお

り，成虫の全体像は，ツポガタを呈し，holdfastorgan

が体上半を占め，腹吸盤はその下にかくれ，外からは糸

られない．

セルカリアの腹吸盤は，開口部の内側に牙状の長く鋭

い円錐形の大きな突起が２－３層に配列していたが，メ

タセルカリアでは，裂孔を中心にpapillaeが円周状に

規則正しく配列している．近藤ら（1974）は，ＳＥＭで

観察できない成虫の腹吸盤を光顕で透過して観察し，菊

花状を呈していると報告しているが，今回観察されたメ

タセルカリアの腹吸盤に似ている．

成虫の体表では，口吸盤周辺，holdfastorgan表面お

よび虫体後部÷-÷に皮疎は承られないが，そのほかの

部分には，円錐状，２－３指状あるいは５－６指状の皮疎

がみられている．岡田ら（1984）は，皮疎の機能は不明

であるが，分布部位から，虫体の固定を介助する屯ので

はないかと推測している．

の皮疎が,不規則に発生しているのがゑられた(Ｆｉｇ．９)．

考察

ツチガニルのオタマジャクシへの本吸虫のセルカリア

の感染実験で，感染率が100％であったのは，梶山ら

(1980a）の97％と一致し，極めて高率に感染することを

再度立証したことになる．また，幼若カエルの感染率が

82％と高率であったのは，採集地域が本吸虫の濃厚汚染

地域であったためであろう．

今回得られた幼若カエルよりのメタセルカリアは，す

べて被嚢しており，オタマジャクシへの感染実験でみら

れたような遊離メタセルカリアは全くみられなかった．

Wallace（1939)，栗本（1976）および梶山ら（1980a）

は，幼若なメタセルカリアは活発に結合織内を移動する

ものがあると述べ，内田ら（1977）は，カエルから遊離

メタセルカリアを認めていない．

今回の幼若トノサマガエルは，その大きさから生後４

ケ月前後と推定され，自然感染後かなりの日数を経過し

ており，感染後の期間とメタセルカリアの被嚢形成と密

接な関係があると考えられる．

今回のメタセルカリアのＳＥＭ標本における計測値で

は，標本作製時の収縮が推定され，光顕標本での栗本

(1976)，内田ら（1977）および梶山ら（1980b）の計測

値のおよそ55％と大幅に小さくなっている．

オタマジャクシよりのメタセルカリアのＳＥＭ像は，

セルカリアが第二中間宿主に侵入した際に，その尾幹部

と尾岐部がとれたセルカリア体部と，ほぼ類似した全体

像を呈している．セルカリアの口吸盤周辺から，体部中

央近くまでゑられた円錐形の鋭い皮赫および感覚毛をと

もなったpapillaeは，オタマジャクシよりのメタセル

カリアでは全く観察できず，侵入と同時に消失したもの

と考えられる．

メタセルカリアの体表全体に散在する半球状のpapil‐

laeについては，セルカリアおよび成虫の体表にはふら

れない．肺吸虫類のメタセルカリアの体表でも，類似し

たpapillaeを認めている（Ａｊｉｃ/α/,,1984；Higoand

lshiil984；Ｔｏｎｇｕｃ／α/,，1985）が，その機能につい

てはふれられていない．

ツボガタ吸虫のセルカリアにみられたuniciliated

typeおよびｐｉｔｔｙｐｅのpapillaeに似た構造が，肝蛭

(Bennett，1975）および肝吸虫（Fujinoc／α/､，1979）

のメタセルカリアの観察で承られているが，本吸虫のメ

タセルカリアには，半球状のpapillaeと皮疎の他の構

造は観察されていない．

結 論

ツポガタ吸虫のセルカリアが第二中間宿主に感染した

後のメタセルカリアの成長について，ＳＥＭによる観察

を行なった結果，

１．感染初期の遊離メタセルカリアの全体像はセルカ

リアの体部に類似しているが，腹吸盤には，セルカリア

の歯牙状の突起はよられず，周囲にpapillaeの配列が

承られた．被嚢メタセルカリアの全体象は類円形を呈

し，腹吸盤には半球形のpapillaeが２重の円周状に配

列し，成虫の腹吸盤に類似していた．

２．遊離メタセルカリアおよび被嚢メタセルカリアの

体表には，セルカリアにも成虫にもみられない半球形の

papillaeが散在していたが，その機能については不明で

ある．

（５５）
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SCANNING ELECTRON MICROSCOPE OBSERVATIONS ON METACERCARIAE

OF PHARYNGOSTOMUM CORDATUM (DIESING, 1850)

MIDORI NAKAMOTO

(First Department ofPathology, Yamaguchi University School ofMedicine, Ube 755, Japan)

Metacercariae of Pharyngostomum cordatum (Diesing, 1850) obtained from wild Rana nigro-

maculata and the experimentally infected second intermediate host (Rana rugosa tadpole) were observed

under a scanning electron microscope.

The body of metacercariae was round in shape. The body surface of freely moving metacercariae

at early stage was similar to that of cercariae, but sharp spines were not seen around the ventral sucker.

Rounded swollen papillae were present circularly around the ventral sucker. The ventral sucker appeared

similar to that of adult worms.

Dome-shaped papillae were observed scatteringly on the surface of metacercariae but not on the

surface of cercariae and adult worms.

No spines were noticed on the body surface of freely moving metacercariae. However, as the

encysted metacercariae grew up, the spines were seen to be single-, double-, triple-, or quadriple. These

spines were also observed on the body surface of adult worms.
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